
第496回岐阜地方最低賃金審議会議事要旨 

開催日時 令和８年８月５日 11：00 ～ 11：35 

出席状況 公益 ５／５ 労働者側 ５／５ 使用者側 ５／５ 

○ 主な審議事項 

１．岐阜県最低賃金の改正決定について 

専門部会の審議内容を部会長から報告。専門部会では公益委員提案を行ったが意見

の一致をみることができず、公益委員提案である、岐阜県最低賃金を56円引き上げ、

時間額1,121円とすることで採決を行った結果、部会長を除く公益委員２名と使用者

委員全員が賛成、労働者委員が全員反対となった旨報告された。 

会長から、地域別最低賃金の改正決定については最低賃金審議会令第６条第５項の

規定を適用しない旨を確認していることから、審議会においても採決を行うこととし、

専門部会報告のとおりとする旨の採決を行った結果、会長を除く公益委員４名、使用

者委員５名が賛成、労働者委員５名が反対し、賛成多数で部会報告のとおり答申する

ことを決定した。 

また、最低賃金引上げに向けた支援施策等について、最低賃金法第21条に基づく建

議を行うことを確認した。 

 ２．その他 

今後の日程及び地域別最低賃金の手続について説明。特定最低賃金に関する意見陳

述を８月21日に行うこと、を開催することを決定した。 

○ 主な意見の要旨 

 ●労働者側  

最低賃金を58円引き上げるよう最後まで求めたが、これは物価上昇が背景にあり、

とりわけ生活必需品の価格上昇は最低賃金で働く労働者の生活に大きな影響を与えて

いる。春闘では５％の賃上げを達成したが、賃上げが全ての労働者に波及していると

は言えない。物価上昇のスピードを考えれば、働く人の生活改善は道半ばであり、最

低賃金がその役割を果たす必要があると考える。 

中央最低賃金審議会がランク別に目安額を示したのは評価するが、地域間の格差は

あり、目安額だけでは格差解消には至らないので、目安額プラス２円を強く主張させ

ていただいた。 

 

●使用者側 

   建議の提出についての提案をしたが、国、行政には賃上げ原資の確保につなげる取

組を継続的に実施し、中小企業、小規模事業者が自発的に賃上げ出来る環境整備につ

いて、切れ目なく支援をいただきたい。 

 

 


